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この製品は家庭用です。 

業務用とじ r 使わないでください。 


ご愛用の手引き 


お使いになる前に 


※この取扱説明書の内容は改善のため、予告な<変更することがあります。 











安全上のご注意 


必ずお守り < ださし、 


ここに示した注意事項は、お使いになるかたや他のかたへの危害と財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくた 
めに重要な内容を記載しています。お使いになる前によくお読みになり、記載事項を必ずお守り<ださい。 


參表示の説明 


A 警告 

取り扱いを誤っだ場合、死亡または重賜を負 
う可能性が想定される内容です。 

A 注意 

取り吸いを誤った堤合、曄罟を負う、または物 
的損筈が発生することが想定される内容です。 


♦図記号の説明 


〇⑧⑱⑩.示します。 


禁止（してはいけない内容）を 


癱(❶ C ) 示します。 


. 強制（実行しなくてはならない内容）を 


警告 


分解、修理ゆ改造を絶対に行わない 

発火•感電 • けがの原因になります。 

修理は、お買い上げの販売店または弊社サボートセンター 
にご相談ください。 

子どちだけで使わせた<0、幼兜の手の届< 
ところで使わない 

想電•けがの原因になります。 

本体を水につけたり、水をかけたりしない 

ショート • 感電の原因になります。 


フロントカバーや羽根を取りはずした状態 
で運転しない 

回転する羽根に触れてけがの原因になります。 

本体の六、すき間、司動部に指を入れたり、 
ピンや針金などの金属物を入れない 

火災•感電 • けがの原因になります。 


0 


禁止 


❶ 


殺虫剤 • 整髪料 • 掃除用具などのスプレーを 
かけなし、 

爆発•火災の原因になります。また、樹脂や塗装部分が 
変贸したり、破損した<〇する原因にちなります。 

製品に異常が発生した場合は、すぐに使用を 
中止する 

製品に巽常が発生したまま使用を続けると、発煙 • 発火 • 
感蹈•涠逭•ショート • けがなどの原因になります。 

<巽常 • 故暉例> 

• 雄源コードゆ電源プラグがふくれるなど、変形、変色、 
損腸している 

• 驱源コードの一部や®源プラグがいつもより熱い 
• 窀源コードを動かすと通？5したりしなかったりする 
• 本体がいつもと通って異常に熱くなったり、焦け臭 
いにおいがする 
• 本体が作勒しない 

など 

上記のよろな埸合は、すぐに使用を中止し、雄源プラグ 
をコンセントから抜いて、お買い上げの販売店または弊 
社サボートセンターに点検 • 修理を依頼してください。 


電源コード • 電源プラグについて 


ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしない 

感電•けがの原因になります。 

電源コードが傷んでいたり、コンセントの 
差し込みがゆるいときは使わない 

感電•ショート • 発火の原因になります。 

電源プラグは根元まで確実(こ差し込む 

差し込みが不完全だと、感電や発熱による火災の原因に 
なります。 

電源プラグの刃および刃の取りつけ面に付着 
したほこりはふき取る 

ほこりが付善していると、火災 • 感電の原因になります。 

定格 15 A 以上 • 交流1◦〇 V のコンセント 
を単独で使う 

たこ足配線などで他の器具と併用すると、分岐コンセン 
卜部が巽常発熱して火災 • 感電 • 故障の原因になります。 


0 


禁止 


電源コード • 電源プラグを破損するよろな 
ことはしない 

霜源コードや茁源プラグを以下のよラな状態で使ろと、 
感驱•ショート • 火災の原因になります。 

傷つける、加工する、無理に曲げる、高温部に近づける、 
ねじる、引っ張る、 m い物を載せる、挟み込む 

など 


電源プラグを抜くときは、電源コードを持 
たずに必ず電源プラグを持って引き抜く 

ブラみ抜く感電やショートによる発火の原因になります。 


㊣ 

プラグを抜く 

C 


お手入れをするときは必ず電源プラグをコン 
セントから抜く 

ブラ石抜くやけど • 感電 • けがの原因になります。 


安全上のご注意 


®i 0- @ 0- 03103❶❶❶ 


❷ 







△注意 


使用上の注意事項 


風を長時間、体に直接当てない 

健康を害する原因になります。特に、乳幼兒•お年寄り- 
ご病気のかだは注忌して<ださい。また、動植物にも風 
を当てないでください。 

本体を倒したり、傾けたりして使わない 
故曄の原因に; so ます。 


本体に衣服 • タオル • ふとんなどをかけて 
使わない 

火災 • 故陣の原因になります。 


C 

プラグを抜く 

❶ 

〇 


使用時以外は電源プラグをコンセントから抜く 

使用後は必ず電源ブラグをコンセントから抜いて < ださい。 
外出するときや長期間使わないときは、電源プラグを抜 
いていることを確認してください。絶緣劣化による感電 • 
漏茁 • 火災の原因になります。 

本体に巽常な振動が発生した場合は、すぐに 
使用を中止する 

羽根やフロントカパーがはずれて落下し、けが•故曄の 
原因になります。 

本体を移動するときは、電源つまみが 「 OFF 」 
になっていることを確認してから、必ず取つ 
手を持って運ぶ 
けが•故曄の原因になります。 


この製品は、□本国内用に設計•販売しています。電源電圧や周波数の異なる国ではお使いになれません。 
海外での修理や部品販売などのアフターサービスも対象外となります。 



設置に関する注意事項 


§ 

0 


カーテンなどの障害物の近くや物が落ちて 
<る可能性のある場所では使わない 
カーテンなどが吸気□に巻き込まれたり、吹き出し□や 
吸気□がふさがったりすると、過熱して火災 • 故障の原 
因になります。 

ガスレンジなどの火気の近くや灯油 • ガソ 
リン .シンナーなどの引火性のちののある 
場所では使わない 

炎の立ち消えゆ引火により、火災•感蹈•故障の原因に 
なります。 


⑩ 

水ぬれ禁止 

0 


屋外や風呂、シャワー室など、水のかかる恐 
れのある場所や湿気の多い場所では使わなし、 
ショート • 感電の原因になります。 

風を燃焼器具に向けて使わない 

暖炉やストープなどの燃焼部に風が当たると、炎の飛散 
や不完全燃焼により、火災•故障の原因になります。 

不安定な場所では使わない 

転倒によるけが • 故陣の原因になります。 


仕様 


△警告 




安全上のご注意 






各部のなまえ 


羽根 

(フロン ト カバー 内部） 





フロントカバー 

(吹き出し口） 

スタンド 


取っ手 


吸気口 


電源コード 



運転停止 


一定の方向に弱風運転 


一定の方向に中風運転 


一定の方向に強風運転 


左右に首を振りながら弱風運転 


左右に首を振りながら中風運転 


左右に首を振りながら強風運転 


電源プラグ 


風向きの調節について 


風向きは、下向き約15°から上向き約9〇°まで6段階に調節できます。 




















使いかた 


電源つまみが 「 OFF 」 になっていることを確認して、電源プラグをコンセントに差し込む 


風向きを上下方向に調節する 

• スタンドを片手で押さえながら、本体を持ってお好みの角度に調節し 
てください。角度は6段階に調節できます。 

•運転中に風向きを変える場合は、必ず一度電源つまみを「〇 FF 」 にし 
てから本体の角度を調節してください。 


電源つまみを回して、お好みの運転モード • 風量に合わせる 

•一定の方向に運転する場合は右側の「1」、「2」、「3」、左右に首振り 
運転をする場合は左側の「1」、「2」、「3」に電源つまみを合わせます。 

0 ※運転中は、吸気□に物を巻き込ませたり、吹き出し□や吸 
気□をふさいだりしないよ〇に注意してください。過熱し 
て、火災 • けが • 故障の原因になります。 


OFF 


使い終わったら、電源つまみを 「 OFF 」 に合わせて、電源プラグをコンセントから抜く 


フロントカパーについているア□マトレーにア□マオイルを入れて、 
空気と一緒に香りを循環させることができます。 

① ア□マトレーを反時計回りに回してフロントカバーからはずす 

② お好みのアロマオイルをフェルトに2〜3滴垂らす 

③ ア□マトレーをフロントカバーに取りつける 

④ お好みの運転モード • 風量で運転する 


※カーテンなどの障害物の近くや物が落ちてくる可能性のある場所では使わないでください。 
カーテンなどが吸気□に巻き込まれたり、吹き出し□や吸気□がふさがったりすると、過熱 
して火災 • 故障の原因になります。 

^不安定な場所では使わないでください。転倒によるけが • 故障の原因になります。 


本体を水平な場所に設置する 















故曄や事故防止のため、趣源プラグをコンセントから 
抜いて、お買い上げの販売店に必ず点検 • 修理をご依 
頼 < ださい。 

ご自分での修理は危険です。絶対に分解しないでくだ 
さい。 


長年ご使用の製品は、定期的に「安全上のご注意」や「使いかた」を確認してお使いください。誤った使いかたや 
長年のご使用による熱•湿気•ほこりなどの影響により、部品が劣化して、故障や事故につながることがあります。 
ご使用中に次のような症状が見られる場合は、ただちに使用を中止して、お買い上げの販売店またはサボートセン 
ターに ご相談ください。 


• 製品の故障や劣化は、さまざまな要因に影響を受けます。標準使用期間に達しない場合でち、上記のよ〇な異常が見られ 
た場合は、ただちに使用を中止して、販売店またはサボートセンターにご相談<ださい。 

參設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。また、偶発的な故障を保証するものではありません。保証内容 
および期間につきましては、取扱説明書に添付の「保証書」に記載しております。 










長期使用製品についてのご注意 


本体背面の上部にある2つのネジ穴 
のろち、向かって右側のネジをはず 
して、フロントカパーを取りはずす 


^お手入れや保管は、必ず電源つまみを「切」にして、電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。 
^ベンジン • シンナー • アルコール • みがき粉は使わないでください。傷•変質 • 変色の原因になります。 
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長期使用製品についての一」注意 


お手入れ/保管のしかた 


e 











アフターサービス 


〈サポートセンター〉 〈修理センター〉 

TEU 03-5614-49 〇〇 亍 343-0032 i 奇玉県越谷市袋山 646-2 

FAX ： 03-5614-4391 株式会社オークセール 

E - mail でのお問い合わせ： info @ aucsale.com ■ポー トバルー プ返品.修:理 ゎ、ノタ_ 

受付時間：午前1〇時〜午後5時 
(土 •日 • 祝祭日、年末年始および弊社指定休業日を除 <) 


取扱説明書の内容をご確認いただき、故障が疑われる場 
合には販売店、またはサボートセンターにお問い合わせ 
<ださい。 

• 保証期間中（お買い上げ日から1年未満）の修理 
保証書の規定により、無料で修理いたします。商品に 
保証■を添えてお買い上げの販売店、またはサポート 
センターまでご相談ください。 

• 保証期間が過ぎている（お買い上げ日から1年以上） 
修理 

修理によりお使いになれる製品は、お客様のご要望に 
より有料で修理いたします。お買い上げの販売店、ま 
たはサボートセンターまでご相談ください。 


補修料金は技術料（故障した商品の修理お上び部品交換 
などにかかる作業料金）と部品代（修理に使用した部品 
の代金）などで構成されています。 


このサーキュレーターの補修用性能部品の保有期間は、 
製造打ち切り後8年です。 

その商品の機能を維持するために必要な部品を性能部品 
といいます。 


補修部品は部品共通化のため、一部仕様や外観色などが 
変更となる場合があります。 

お客様ご自身での修理は大変危険です。絶対に分解した 
り手を加えだりしないでくださし、。 



要旋翔項 AucSale サポー 
欲凝贷 http://aucsale.jp/ 


roca の最新情報、新レシピはこちらでチェック 


ず相 0 siroca 公式 

t-acebook (フェイスプック） 
http://www.facebook.com/siroca.jp 


チーム siroca のブ□グ 
http://ameblo.jp/siroca/ 


• 通話中の場合、しばらく経ってからおかけ直しください。 

• サポートセンターおよび修理センターの電話番号/ FAX 番号、住所は予告なく変更することがあります。 
予めご了承ください。 


アフターサービスについてご不明な場合は、サポートセンターまでお問い合わせください。 


裏表紙に添付しています。お買い上け日と販売店名の記 お買い上げ日から1年間となります。 

入をご確認いただき、販売店からお受け取りください。 

保証書はよ<お読みになり、大切に保管してください。 


お客様相談窓口 


アフタ—サ—ヒ 















